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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 Interleukin 17C（IL-17C）は、マウスの研究によりイミキモド誘導乾癬様皮膚炎やデキ

ストラン硫酸ナトリウム誘導急性大腸炎といった炎症性疾患の発症に関与することがわか

っている。しかしながら、他の炎症性疾患におけるIL-17Cの役割はあまり理解されていな

い。本研究の目的は、Il17c遺伝子欠損(Il17c-/-)マウスを作成し、このマウスにIL-17Cの

関与が不明な炎症性疾患を誘導し、その疾患の病態形成におけるIL-17Cの関与及び機能を

明らかにすることであった。その結果、IL-17Cは敗血症の誘導に重要であることが明らか

になった。本論文は感染防御に関わるIL-17Cの可能性を示し、免疫学における学術水準を

明らかに高めたものと認める。 


